
虎ノ門ニュース(2021年9月2日 DHCテレビ)
高市元総務大臣 政策を語る

9月2日に放送された虎ノ門ニュースに元総務大臣の高市早苗議員が出演し「総裁選に
勝ったら“コロナに罹った場合は早期治療し重症者と死者を極小化し、自宅療養者は0
に”に重点を変えたい」と自身のコロナ政策を語った。
高市議員は「今まではベットがある所でしか抗体カクテルを打てないなど場所が限

定されてたが、開業医でも打つ&宿泊施設で経過を見る仕組みを進め、緊急時の薬事承
認制度は作るべき。また自宅療養者に0にすべく、各省所有の宿泊研究施設で経過観察
することにすれば恐怖感は薄れてくと思う」と語った上で、「これはコロナだけの問
題ではなく感染症はよくあるので今回でしっかり体制を作るべきで、ホテルを使うな
ら国が保障すべき。また国産パルスオキシメーターも国費で配ばっておくべき」と感
染症対策を強化すべきと訴えた。
また皇室の在り方について高市議員はも「皇室は2000年以上も“男系男子”で父方が

天皇の血統を引続けてきた皇統を守り続けることにはこだわりたい。政治の世界では
選挙で政権交代が起きるかもしれないが、天皇陛下は長年の皇統の上に立った尊敬を
集め、世界の王室を見ても比類がない。そういう方がいつも国民を第一に考えて下さっ
てる」と語った、
更に新たな国家プロジェクトとして「安全保障上の観点もあるので危機管理投資&成

長投資として量子コンピュータの国産化を進めたい。また中韓にあるデータセンター
の国内回帰を進めるためにも電力安定供給出来るようすべく、世界から研究費が2桁少
ない核融合炉開発も国家プロジェクトにしたい」と自らの政策を説明した。
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中国船による尖閣周辺渡航は8月末まで225日・領海侵入は88日も記録。
また航空自衛隊は中国軍が原因のスクランブル発進は7月末までで266回。

今年より中国海警局の船は武器使用可能&韓国に防衛費が並ばれたにも関わらず
日本の防衛費は高いと騒ぐ一方で日本の安全保障の脅威は無視のマスコミ・野党は異常


